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住宅地で観察されたツミの２回目繁殖行動について

平野敏明

〒320-O838宇都宮市吉野2-3-15戸室方

ツミACC城eγ92"”isは，1980年代半ばから関東地方を中心に市街地やその周辺の小規模

な緑地で繁殖するようになった（遠藤ほか1991)．それにともない，それまでほとんど知ら

れていなかった本種の繁殖行動や社会行動，食物などが明らかになりつつある（平野・君島

1992，植田1992,平野1994,平野・植田1994)．筆者は，1988年から栃木県宇都宮市の住

宅地周辺で本種の繁殖状況を調査している．毎年７つがい前後を観察しているが，それらの

中から２回目の繁殖を試みたつがいと，抱卵期に失敗したあとつがいの相手を変えて再営巣

した雄の例を報告する．

本報告をまとめるにあたり，黒沢隆氏と日本野鳥の会研究センターの植田睦之氏には原稿

を読んでいただき貴重なご助言をいただいた．日本野鳥の会栃木県支部には，同支部の野鳥

情報資料を利用させていただいた．以上お礼申しあげる．

観察は，栃木県宇都宮市大塚町と同市西川田町の公園で行なった．大塚町の公園は，アカ

マツＰｿ"蛎叱妬弛、とソメイヨシノ乃沸"妬ye”e'@sisの緑地とグラウンドからなり，緑地の面

積は約0.5haである．４月から９月にかけては，公園は地域住民によってよく利用され，特に

早朝は散策する人が多かった．日中は遊具で遊ぶ家族連れがみられた．西川田町の公園は，

平地林をそのまま利用した面概約２ｈａの緑地で，樹高約20ｍ前後のコナラＱ"g〃邸ssg7amm

やクヌギＱ､αc”SSi"α，ヤマザクラＰ,ｄｏ"αγ加加var､slo”α"eαの広葉樹にサワラ

Cﾙα"αe”α満isljs舵mvar.〃舵”，アカマツが点在する．この公園は，早朝散策する人を除く

と日中はあまり利用されなかった．これらの詳しい環境については平野・君島（1992）を参

照されたい．観察はおもに早朝午前４時30分から午前８時30分のあいだに，１時間～２時

間30分行なった．個体識別は，羽色や鳴き声の特徴によって行なった．特に，ツミの雄の

羽色は個体差が著しく，１シーズンのように短い期間では比較的容易に個体識別が可能だっ

た．また，西川田の雄は，左の３列風切羽の１枚が曲がって生え，４シーズンに渡って識別

が可能だった．

・２回目の繁殖を試みた例

1996年６月下旬から７月上旬にかけて，宇都宮市大塚町の公園で５羽のヒナを無覗育てた

つがいが，２回目の産卵および抱卵を行なうのを観察した．

この地域では３月初旬からつがいで観察され，営巣地防衛行動や雌雄のディスプレイが観
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察された．第一回の大まかな繁殖ステージは，４月上旬から２０日が造巣期，４月２０日ごろ

から産卵が行なわれ，同月２５日から５月24日が抱卵期，５月２５日から６月１９日が巣内育雛

期である．巣立ちビナは７月１５日ごろまで営巣地にとどまっていた．

６月１４日の２時間の観察中に，雌はヒナ２羽がいる巣へアカマツの枯れ枝を２回運び，

交尾を１回行なった．６月１９日にはすべてのヒナが巣立ち，巣から約10ｍ離れた食物渡しの

アカマツに移動していた．雌は巣材運びと交尾を行なった．６月２５日には，雄が持ってき

た４回の盤物のうち３回は直接巣立ちビナが受け取った．１回は雌が巣から出て受け取り，

羽毛をむしり始めたが，結局１羽のヒナが雌から強引に奪った．この日は，雌は何も持たな

いで巣へ出入りし，２０分近く巣内に座っていることがあった．２時間の観察中，合計73分

間巣内にとどまっていた．このことから産卵が行なわれたと判断した．６月３０日には１時

間の観察中４分間だけ巣外に出たが56分間は巣内にとどまっていた．７月１日には抱卵中の

雌が体を浮かせ，くちばしで卵を動かすような行動をとった．７月２日，夜間抱卵を確認し

た．７月に入ると，巣立ちビナが出果した雌に餌ねだりを行ない，雌を追いかけて飛び，入

巣を妨審した．また，抱卵中の雌のところにやってきて餌ねだりを行なった．たとえば，７

月１日には，抱卵中の雌のところに２羽のヒナがやってきて巣へ入ると，雌は巣から飛び去

った．７月４日には出巣してから１時間20分人巣できず，この間４回入巣を試みたが，その

つどヒナ５羽に付きまとわれ入巣できなかった．雌は，巣から100ｍ離れた，グラウンドの

北東側のアカマツに雄とともに止まることが多かった．観察中，雌は巣に近づくヒナに対し

て攻撃をまったく行なわなかった．一・方，観察１１１にゴイサギＭﾉc"ＣＯ施政〃yc"cO7mrの若鳥１

羽が営巣木に降りると，雌は100ｍ離れた休憩場所からゴイサギを攻撃した．雌は，雄に対

しケーケーケーと鳴いて，さかんに食物ねだりを行なったが，食物を雄から受け取って食べ

るのは１度も観察されなかった．７月１１日以降雌の姿はなく，巣を放棄した．

・１回目が失敗したあと再営巣した雄の例

1997年宇都宮市西川H1町の公園で，抱卵期に失敗し，その後別の雌とつがいになり再営

巣してヒナ３羽を育てた雄を観察した．

この場所では，1997年の３月６日から成鳥羽のつがいが観察され，巣は樹高20.5ｍ，胸高

直径26ｃｍのアカマツの地上17ｍのところに造られた．雄による観察者への攻撃が激しく，

十分な観察はできなかったが，１回目の繁殖ステージは次の通りである．

造巣期は４月初旬から４月２０日，産卵は２０日ごろから行なわれ，４月２４日以降雌によ

る抱卵が確認された６５月１４日から５月２１Ｈの間に失敗した．巣が崩れていたことから，

強風による崩壊が理由と考えられた．

７月１日，初めの巣から約90ｍ北に位置する公園内のコナラに抱卵中の巣を発見した．雄

は同じ個体であったが，雌は若鳥の羽色をしており，１回目繁殖の雌と明らかに別個体であ

った．巣は樹高23ｍ，胸高直径43ｃｍのコナラの地上から17ｍの又のところに造られていた．

７月１９日には雄の狸物を巣外で食べたので，まだふ化していないと判断した．７月２１１]に，

巣内で餌を与える行動が観察され，ふ化を確認した．８月３日，ヒナ３羽を確認．８月１６日
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には２羽が巣外にでていて，１羽が巣内に観察された．８月１９ｐにはすべて巣立ちし，さか

んにケーケーケーと鴫いていた．

以上のように大塚町のつがいでは，面接巣の内部を覗いて産卵を確認できなかったが，夜

間の抱卵などから，２回目の産卵が行なわれたのは明らかである．２回目繁殖の交尾や造巣

行動は一部のヒナが巣立つ前に行なわれ，巣立ち後１週間以内に産卵が行なわれたと推測さ

れた．こうした２回目繁殖の状況は，アメリカチョウゲンボウ”ん0”α”e"妬の場合と同じ

であった（Tolandl985)．大塚町の例では巣立ちビナの妨害で，放棄したと考えられた．２

回目の繁殖をすることは、最初のヒナの家族期育雛がおろそかになり，巣立ちビナの一部が

餓死する危険が考えられる．住宅地周辺のツミでは多くの場合雌は家族期の育雛にほとんど

加わらない（植田私偏，平野未発表）こと，２１回１月繁殖のヒナのふ化が予想された７月下旬

から８月上旬には岐初のヒナが独立している時期であることから，２回目の繁殖が最初の巣

立ちビナの育雛に与える影響は小さいものと思われた．

西川ＩＨの雄は，抱卵後期に失敗したにもかかわらず，つがいの相手を変えて再営巣し，３

羽のヒナを育てた．この例では－．夫旦糞の可能性も考えられたが，最初の繁殖期間中には雄

の周囲に苦烏の雌の存在が観察されなかったこと，岐初の巣が失敗してから新たに造果した

ことで，つがいの相手を変えたやり11‘I:し繁殖と判断した．

宇都宮市周辺では，このほかに９月111旬に家族期のつがい（速膝1996）や８１１１９ｐに巣

立ち間近のヒナのいる巣（ｎ本野鳥の会栃木県支部野鳥情報資料）が観察されている．兼者

の調査地でも，1992年の７月下旬から８月上旬にかけて抱卵中の１巣が観察され，抱卵期に

何らかの理由で失敗した記録がある（平野未発表)．宇都宮市周辺では，多くのツミは４月

中旬から５月上旬に巌卵を行ない，６月下旬から７月上旬にヒナが巣立つ（1Ｗ未発表)．

これら遅い繁殖記録の詳しい経過は明らかでないが，本報告の例のようにやり面し繁殖や２

回目の繁殖の可能性が考えられる．

一般にワシタカ類の多くは年１回の繁殖であるが，アメリカチョウゲンボウやオジロハイイ

ロトビＥｊα”sﾉe"c"〃sのような盤鯛類を主食とする種では２回目繁殖を行なう（Newton

l979)．ハイタカＡ、〃ｉｓ"ｓでは産卵頂後に失敗した場合にのみ再繁殖が観察されている

(Newtonl986)．また，チョウゲンボウＲ〃””c"ﾉ"ｓでは，やり直し繁殖の頻度は繁殖地

の食物の豊富さと関係していることが示唆されている（Villagel990)．住宅地周辺で繁殖す

るツミは，森林などに比べて食物が豊禰である（平野・君島1992，植田1992)．それにとも

ない，住宅地で繁殖するツミの雌は，造巣期，巣内育雛期を通してほとんど狩りを行なわ

ず，家族期の育雛も行なわない（柚111私信，平野未発表)．これらのことが，今回のような

再営巣や２回目繁殖の試みが行なわれた理由と考えられた．
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SecondbreedingattemptsofJapaneseSparrowhaWksinresidentialareaｓ

ToshiakiHirano

c/ｏＴ・Tbmuro,2-3-15YOshino,Utsunomiya,Tochigi,3200838

MostJapaneseSpaIToWhawksAc””“kz減slaytheireggshommidApriltoearlyMayand

fledgetheiryounghPomlateJunetoearlyJuly,inthecityofUtsunomiyaanditssurrounding

areas,'IbchigiPrefecture,centmlJapan・Ｉｎｌ９９６ａｎｄｌ９９７,thereweretwocasesofthelate

breedingofJapaneseSparrowhawksintheresidentialareasofUtsunomiya・

OnewasofarepeatedattemptafterthenmstsuccessiUlbreeding・Afterapairhadnedgednve

young,theyattemptedtobreedagaininthesamenesthrommidJunetoearlyJulyinl996.'Ihe

palrwasobservedtocopulate,carTynestmaterialsandsitonthenest,thoughtheegglayingwas

notconnrmed．'nlesecondbreedingattemptfailedduringtheincubationperiodbecauseofthe

disturbancebytheirfledgedyoung．

′Iheotherwasofre-nestingwithanotherfemaleaftertheiirstbreedinghadfailed．′Ihe

originalpairfailedintheirbreedingduringthelateincubationperiodinmidMay,1997.Afterthe

breedingfailure,themalematedwithanotherfemalewithjuvenileplumageandstartedto

breedagaininanaltemativenestatadistanceofabout90mhPomthefirstnest,whichhad

collapsedprobablybecauseofastrongwind．'、lepairfledged3younginmidAugust．

Ｋ２y"0雄:Accipitergularis,seco"｡b"e""9


